




















ーム「30t project」は，2012 年 3 月 11 日の設立以降，被災
した福島県 Y 市 Z 地区の幼稚園（計 5 施設）に，全国から
の寄付で集められたペットボトルの飲料水（1 施設あたり
1 回の訪問につき 600 リットルから 800 リットル）を定期
的に届ける活動をおこなっている。福島県 Y 市の水道水
の放射線量モニタリング検査では，震災直後をのぞき，
セシウム 134 および 137 やヨウ素 131 および 132 は不検
出とされている 1）。しかし，特に小さな子どもを持つ親を
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Y 市 Z 地区の幼稚園（公立・私立あわせて計 5 施設）に通


























参与観察調査：2012 年 4 月から 2014 年 9 月。





































































































































本研究の調査の舞台となった福島県 Y 市 Z 地区は福島
第一原子力発電所から 30km 圏内の緊急時避難準備区域
に指定されていた。2011 年 9 月 30 日に解除されたもの
の，Y 市民の不安・心配は，圧倒的に「放射能による人体
の影響」に集中している（Y 市市民意識調査，2013）。2014




































































許可していただいた 30t project の須貝賢代表に深く感謝
いたします。また，インタビューに快く応じていただき


















では，セシウム 134 および 137 とヨウ素 132 は，震災
後も一度も検出されていない。また，唯一検出された
ヨウ素 131 も 2011 年 4 月 3 日を最後に検出されなくな
っている。
2）水道水は水道法で 50 項目，ペットボトルの飲料水は食
品衛生法で原水に 18 項目の水質基準が定められている
ように，理論上は水道水の方が水質基準は厳しく，安
全性が高いと考えられる。ただし，受水タンク（貯水
槽）を経由した水道水は必ずしも安全性が確保されてい
ない。
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